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「特定課題研究」で取り上げられた
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－日本語教育指導者養成プログラム（修士課程）１８年間の成果－
八田直美・菊岡由夏
１．はじめに
２００１年９月、国際交流基金日本語国際センター（以下、センター）は、政策研究大学院大学
と国立国語研究所と３機関連携で現職のノンネイティブ日本語教師を対象とした日本語教育指
導者養成プログラム（修士課程）（以下、本プログラム）を開始した（１）。２００９年、連携はセン
ターと政策研究大学院大学の２機関になった。そして、２０１９年９月、本プログラムは１８期生の修
了とともに終了した。１８年間に３１の国・地域の出身者、１１２名が本プログラムを修了し、修士
号（日本語教育学修士）（２）を取得した。
本稿は、本プログラムの「特定課題研究」について報告するものである。「特定課題研究」
とは、１年の修士課程である本プログラムで修士論文に代えて課す論文の名称である。この論
文にまとめられた研究には、海外の現職ノンネイティブ日本語教師でもある学生の目を通して
その必要性が認識された課題が取り上げられている。これらの論文を概観することは、本プロ
グラムの成果の記録であるだけでなく、読者にとって各国または海外の日本語教育について理
解を深め、学生が取り上げた課題とその解決を探る過程を共有する意義を持つと考えられる。
２．日本語教育指導者養成プログラムの概要
２．１ カリキュラム
本プログラムは、前章で述べたように２００１年に３機関の連携大学院として設立された、現職
のノンネイティブ日本語教師を対象にした１年間の修士課程である。その目的は、将来、国や
地域の日本語教育において指導的な役割を担う人材を育成することであった。設立の経緯や連
携大学院としての体制、学生の選考等については、木谷・簗島（２００５a)に詳しい。
表１は、本プログラムのカリキュラムである。学生は、言語、言語教育、社会・文化・地域
の３領域からなる科目を履修し、自身が計画した「特定課題研究」をまとめ、合計３３単位取得
することが修了要件となっている。
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表１ 日本語教育指導者養成プログラム（修士課程）のカリキュラム（２０１８年度）
区分 領域 科目名 学期 単位
修了に必要な
単位数
Ⅰ（必修科目）
言語
日本語表現法演習 秋 ２
２９
３３
日本語学Ⅰ 秋、冬 ２
日本語学Ⅱ 冬 ２
言語学概論 秋 ２
言語教育
日本語教育概論 秋 ２
日本語教授法Ⅰ 秋 ４
言語教育研究法 秋、冬 ２
教師教育論 通年 ２
第二言語習得研究 秋 ２
社会・文化・地域
現代日本の教育と文化 秋 ２
現代日本の社会システム 春 ２
特定課題研究
特定課題研究演習Ⅰ 秋、冬 ３
特定課題研究演習Ⅱ 春 ２
Ⅱ（選択必修科目）
特定課題研究演習Ⅲ 夏 ２
２
特定課題研究論文 夏 ２
Ⅲ（選択科目）
社会・文化・地域
異文化コミュニケーション 春 ２
２言語教育政策研究 春 ２
言語教育 日本語教授法Ⅱ 冬 ２
本プログラムの特徴は、１年間の課程の中で学生が日本語教育の関連分野の理論と実践を効
果的・効率的に学べるように、「授業」「特定課題研究」「研究会活動」を３つの柱とし、相互に
関連性を持たせたことである（木谷・簗島 ２００５a)。いくつかの中心的な授業は、以下のよう
にその実践と成果が報告されている。
阿部・坪山（２００８）は、初級を題材に教育の目標と実践、評価の一貫性を学ぶ「日本語教授
法Ⅰ」を取り上げている。木谷・簗島（２００５b)は、「教師教育論」の科目の中で学生が日々の
教授活動だけでなく日本語教育を社会の中でとらえたり自身の教師としての成長過程をも含め
た振り返りを行った実践についてまとめている。また、長坂・木山（２００５）は、「日本語表現
法演習」を通して、研究に不可欠な論文読解の指導、さらには批判的な読み手の育成を行った
ことを報告している。本稿の目的でもある「特定課題研究」を中心としたアカデミック・スキ
ルの総合的な育成については、篠崎ほか（２００９）、藤長・長坂（２０１１）に詳しい。
「研究会活動」は、本プログラムが主催する日本言語文化研究会（以下、研究会）の活動を
指す。学生は、毎年２回の公開の研究会で自国の日本語教育事情と「特定課題研究」の成果を
口頭で発表する。前者は秋学期（１１月末または１２月初旬）、後者は修了直前の夏学期（８月末ま
たは９月上旬）に実施される。学生は、この研究会で司会進行や出席者へのアンケート作成と
集計等の役割を担い、体験を通して研究会運営についても学ぶ。
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図１ 修了生の出身地域 図２ 修了生の入学時の所属機関
ともに（ ）内は人数。
２．２ 学生の背景
１８年間に修了した１１２名の背景をまとめると、図１、２のようになる。出身地域では、東南ア
ジアが最も多く、４６人で全体の４１．１％を占める。入学時の所属機関を教育段階別（３）で見ると、
大学を主とした高等教育が最も多く、８０人で７１．４％を占めている。東南アジアや東アジアが学
生の出身地域の多数を占める背景には、日本語教育の規模が比較的大きいにもかかわらず、日
本語教育を専門的に研究できる大学院が現地にない、または極端に少ない、という状況がある。
また、高等教育機関の教師が多いのは、学位取得に対する高い意識や、他の教育機関と比べて
留学のために休職しやすい環境、日本で１年間という短期間に研究を行うために十分な日本語
能力を持った教師が多いことが考えられる。
３．「特定課題研究」
本プログラムでは、課程の期間が１年間で通常の修士課程の２年間より短いため、修士論文に
代わり、「特定課題研究」として、学生は各自が選んだテーマで研究に取り組み、その成果を[特
定課題研究報告]（以下、[報告])または[特定課題研究論文]（以下、[論文])として提出する。この
「特定課題研究」は必修科目の１つで、表１が示すように演習として通年で履修する。最終学期
の夏学期では、[報告]を書く学生は「特定課題研究演習Ⅲ」を、[論文]を書く学生は「特定課題
研究論文」を選択する。[論文]は、[報告]と同様の完成度（構成、先行研究のレビュー、研究方
法の適切性や分析・結論の論理性等）に加え、研究の独自性や新たな知見が求められる。いず
れも、１年間の日本語教育に関する学びの集大成と言える。
「特定課題研究」１１２本中、[論文]として提出されたものが３本、残り１０９本は[報告]であった。
これらの[論文]や[報告]は、『日本語教育指導者養成プログラム論集』（２００２年～２００４年刊行）と
『日本言語文化研究会論集』（２００５年～２０１９年刊行）に収められている他、日本言語文化研究
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会サイト（４）にも全文が掲載されている。なお、学生と「特定課題研究」のタイトルの一覧を〔資
料〕として添付する。
４．「特定課題研究」で取り上げられた課題
「特定課題研究」では、学生が各自の教育現場で生じた問題意識や関心に基づいて特定の課
題を設定し、指導法の改善や調査研究、シラバスや教材等の開発に取り組んだ成果をまとめる。
プログラム開設１０周年を機に近藤ほか（２０１２）がそれまでの「特定課題研究」８１本について国
や地域を中心に研究テーマを整理した。本稿では、研究内容と海外の日本語教育に共通すると
考えられる背景に注目して、１８年間の１１２本を整理・分析した結果を報告する。
４．１ 概観
まず、１１２本を研究目的によって「指導法・授業改善」（以下、指導法）、「調査研究」（以下、
調査）、「シラバス・教材開発等」（以下、開発）の３つに分類した。複数の研究目的が書かれて
いるものについては、筆者らが研究に占める割合を検討し、３つのいずれかの１つに分類した。
その結果、指導法が５２本、調査が４６本、開発が１４本だった。次に、研究内容を技能と言語項目
と特定の使用目的を持つ専門日本語（以下、専門日本語）とその他に分類し、上述の研究目的
と組み合わせると、表２のようになった。複数の研究内容を取り上げていて、１つに絞れない論
文があり、表２の合計は、論文総数１１２本を超えて１２３になった。
表２ 研究目的と研究内容による分類
研究目的研究内容 指導法・授業改善 調査研究 シラバス・教材等開発 小計 計
１
技
能
話す・口頭やりとり １８ １ ８ ２７
４９
読む ５ ３ ０ ８
聞く ６ ０ ０ ６
書く ２ ０ ０ ２
通訳 ２ ０ ０ ２
翻訳 ２ ０ ０ ２
複数技能 ０ ０ ２ ２
２
言
語
項
目
文法 ８ ９ １ １８
４１
漢字 ３ ４ ２ ９
語彙 ３ ６ ０ ９
社会言語学 ０ ４ ０ ４
音声 ０ １ ０ １
３
専
門
日
本
語
ビジネス ２ ２ １ ５
９観光
０ ０ ２ ２
ホテル ０ ０ １ １
理系分野 ０ １ ０ １
４
そ
の
他
学習者 ０ １０ ０ １０
２４教師
０ ３ ３ ６
文化 ３ １ ０ ４
リソース ２ ２ ０ ４
計 ５６ ４７ ２０ １２３
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研究内容では、技能が最も多い。組み合わせて見ると、指導法の中では技能を取り上げたも
のが多く、調査では言語項目を対象としたものが多く、シラバス・教材の開発では、専門日本
語がよく扱われていた。
４．２ 取り上げられた課題の傾向
本稿で扱う「特定課題研究」の課題は、表２で示した研究内容を指す。以下では、研究内容
（技能、言語項目、専門日本語、その他）にそって、具体的な課題とその背景にある問題意識
の傾向などを述べる。記述の中で「特定課題研究」の引用は〔資料〕の番号で示す。
４．２．１ 技能
技能では、学生の出身地域や所属機関の教育段階を問わず、話す技能が最も多く取り上げら
れた。１８年間のうち、話す技能を取り上げた学生がいない年は４年のみで、その他の年は１人な
いし複数の学生が課題として選んでいる。その中には、教師による説明や翻訳が多い（０１０他）、
学習者が話す機会がない（０８９他）、会話の暗記にとどまっている（０２９他）、文型シラバスでド
リル中心（０３２他）、学習者は知識はあるが話せない（０２１他）、学習者や就職先のニーズに応え
ていない（０５８他）等の問題意識が共通して見られる。こうした問題を解決するために、話題
シラバス（０１８）の導入や、指導法の改善としてロールプレイ９本（０１１他）、スピーチ等の独話
３本（０６５他）、ディスカッション３本（０２４他）、インタビュ ３ー本（０９８他）、ドラマ（０２９）等の
活動の導入が試みられた。２０１０年に JF日本語教育スタンダード（以下、JFS)が発表されてか
らは、学習者の発話を分析・評価する際に JFSが紹介するルーブリックが利用されたり（０７２
他）、JFSの考え方がシラバスに取り入れられたり（０６８他）している。
話す技能に次いで多い、読む、聞く技能を取り上げた課題では、現状の問題として、語彙や
文法の言語知識の学習を主とした授業が多く見られること（１０５他）、内容を読み取る・聞き取
ることを目的とした活動が行われていないこと（０２７他）、推測やモニターといったストラテジ
ーの指導が行われていないこと（０５６他）が指摘されている。解決に向けた試みとして、スト
ラテジー使用を意識化するタスク（０８５他）や学習者同士の話し合いやピア・ラーニング（０６０、
０９２他）が導入され、学習者自身が読む・聞く過程を確認できる授業活動に取り組んでいる。
４．２．２ 言語項目
言語項目で最も多く取り上げられているのは文法、次いで漢字、語彙、社会言語学的な課題
が続く。
文法は、学習者にとって学習が難しい項目として助詞（０２６他）、受身（０１３他）、ト・バ・タ
ラ（０４１他）、テイル（０４８他）等を取り上げ、習得状況を調査したり学習者の母語との対照研
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究を行ったりして、指導上の改善点を提案するもの（００１他）が多く見られる。また、指導法
に第二言語習得研究の知見を活用し、インプット（０８８他）やアウトプット（１０１他）に着目し
たり、その両者に焦点を当てたディクトグロス（１０６）を試みたりして、その成果を報告して
いる。
漢字を取り上げた学生は東南アジア出身が多く、教材開発（００６、０２５）のほかに学習ストラ
テジーの調査（０２８、０５０）やその指導（０９９）、シラバス及び指導法の改善（０３９、１０３）が研究
された。語彙の課題は、オノマトペ（０１５）や副詞（０３１）等を取り上げ、学習者の母語との対
照の視点からの調査（０９３他）のほか、文脈やリソース、ストラテジー等を使って効果的に教
えようとするもの（０７０、０９４、１０７）もある。
社会言語学的な課題では、依頼（００９、０４９）、謝罪（０２０）、ほめ（０２２）を取り上げ、学習者
と日本人の言語行動と、その適切さの評価を比較した調査研究が行われた。日本人との接触場
面における問題や摩擦は、使用する語彙や文法の正しさを高めるだけでは避けられないという
問題意識が出発点となっている。
４．２．３ 専門日本語
専門日本語で多く取り上げられているのは、ビジネス日本語である。日系企業が活発に展開
するアジア地域では、ビジネス日本語が大学等の科目として設置されていたり、学校外教育の
機関でも中・上級レベルで開講されていたりする。東アジア、東南アジア、南アジア出身の学
生がコースのシラバス、教材開発（０１９）、またはこれらを前提にした調査（０４４、０５１）を課題
にした。また、ビジネス日本語の中で通訳の指導法（０７４）を取り上げた研究もあった。
４．２．４ その他
「その他」で特徴的なものとして、学習者に関する調査がある。自身の国・地域の学習者の
学習動機や学習環境の調査（０４５、０４６）、継承語としての日本語教育に関する調査（００８他）、
ビリーフやストラテジー等の意識調査（００３他）が課題となった。自身の日本語教育の問題解
決や改善に向けて、対象となる学習者やその環境について情報を集め、学生自らが現状に対す
る理解を深めた。
教師に関わる課題は、教師用リソースの開発（００４、０９１）、自身の国・地域でのノンネイティ
ブ教師とネイティブ教師の協働と意識に関する調査（０１７、０８１）、教師研修のデザイン（０６３）
等、機関を超えた問題意識が見られた。日本語教育の中での文化の扱い方を取り上げた課題に
は、中等教育で視聴覚リソースをもとにした文化に関する学習者の話し合いを分析したもの
（０６４他）、複数の大学の日本事情科目の現状調査（０３４）等があった。リソースに関するもの
には、学習者のリソース活用の実態調査（０３８他）と、インターネット上の情報リソース（１０２）
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や日本人リソース（１１２）の活用を取り上げた研究が見られた。
４．３ 「特定課題研究」の意義
「１．はじめに」に述べたように、「特定課題研究」で取り上げられた課題を通して、各国の
ノンネイティブ教師がどんな研究背景や問題意識を持っているのかを知ることができる。そこ
には、教師主導や知識伝達型の教育の限界、日本語の接触場面が広がる社会のニーズへの対応
等が共通して見えてくる。そして、課題の解決にも、現実社会での課題達成を意識した日本語
能力の養成、学習者の学ぶ力・学び合う力を引き出す学習者中心の指導、教授法理論や第二言
語習得研究等の知見の導入といった類似性が見られる。「特定課題研究」の成果は、本プログ
ラムを通してノンネイティブ日本語教師が自身の実践の中から研究課題を立て、理論や先行研
究から解決方法を探り、その試行の成果を実証的に明らかにした研究の蓄積だと言える。その
現場が海外であること、その主体がノンネイティブ日本語教師であることが共通点であり、特
色である。２０１５年に行われた国際交流基金の調査によると、海外の日本語教師の約８割はノン
ネイティブ教師が占める（国際交流基金 ２０１７）。本プログラムの「特定課題研究」は、ノンネ
イティブ教師による日本語教育研究である。そこには、自身の学習者と共通の母語の知識、現
地の文化や制度の理解、学習者や他の教師の協力といった研究を支えるネットワークの存在等、
ノンネイティブ教師の視点や強みが活かされている。
本プログラムの目的は、ノンネイティブ日本語教師の指導者養成であった。上述のような研
究の遂行によって、実践と研究をつなぐことを通して、現地の日本語教育の発展に貢献する能
力の育成を期待した。こうした能力は、本プログラムで指導者にとって必要な資質の１つと考
えてきたものである。一般に公開され、共有された過去の学生の研究は、その後の学生によっ
て先行研究として引用された。今後も、これらの研究は、各国の教師の問題解決に活かされる
と同時に、海外の日本語教育に関心を持つ関係者や研究者にとっても、海外の現場で何が課題
になるのか、その解決の過程においてどんな配慮や取り組みが求められるのかを知る貴重な資
料となるであろう。
５．今後の課題
本稿では、２００１年から２０１９年までの１８年間にわたって行われた日本語教育指導者養成プログ
ラム（修士課程）の「特定研究課題」で取り上げられた課題を概観した。この１８年の間には、
修了生とプログラム関係者の共同研究も行われた。具体例として、２つの国で行われた聴解指
導の実践研究（横山ほか ２００９）とビジネス日本語の教材開発（近藤ほか ２０１３）が挙げられる。
本プログラムは１８期をもって終了したが、修了生が所属機関、国・地域で日本語教育の指導者
としての役割を果たすのは、これからだとも言える。センターの今後の課題として、福永ほか
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（２００７）のような修了生の追跡調査に加え、引き続き修了生の研究を支援する活動が求められ
る。
〔注〕
（１）同３機関の連携で日本言語文化研究プログラム（博士課程）も開設され、２０１５年までに１１名が博士号（日
本語教育研究、Ph.D. in Japanese Language Education)を取得した。その後、学生募集を休止していたが、
修士課程と同時にプログラムが終了した。
（２）学位の英語名称は、Master of Japanese Language Education またはMaster of Japanese and Culture のい
ずれかから学生が選択する。
（３）教育段階は、国際交流基金が実施している「海外日本語教育機関調査」の分類を使用した。「その他の
機関」は民間の日本語学校、日系人子弟を対象とした日本語学校、国際交流基金などが実施している一
般向けの日本語講座などを含む。
（４）政策研究大学院大学「日本言語文化研究会論集」＜http : //www３.grips.ac.jp/~jlc/jlc/essay.html＞（２０１９
年９月２日）
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〔資料〕
日本語教育指導者養成プログラム「特定課題研究」一覧
氏名の後ろの【 】は、学生の出身国・地域を示す。〔創〕２００２～２００４は、『日本語教育指導者養成プ
ログラム論集』（政策研究大学院大学・国立国語研究所・国際交流基金日本語国際センター）、○創２００５
～２０１９は、『日本言語文化研究会論集』（５号、２００９年までは国際交流基金日本語国際センター・国立
国語研究所・政策研究大学院大学、それ以降は国際交流基金日本語国際センター・政策研究大学院大
学）への掲載を示す。
No. 氏名 タイトル 掲載
００１ ユディ アドリアン ムリアディ【インドネシア】 北スマトラ大学の学習者に対する日本語の敬語の指導法
〔
創
〕
２００２
００２ パンヨー ティラート【タイ】 「事実文」と「主張文」の読解比較－タイ人のための読解教材作成に向けて－
００３ ローナ・ヴェリア・Ｌ デ ヴェラ【フィリピン】 フィリピンの大学レベルの日本語教師と学習者による自律学習の意識化
００４ ズバイダー ビンティ アリ【マレーシア】 マレーシア人日本語教師向けの文法手引書の作成に向けて
００５ ヨーリース 【ーマレーシア】 コミュニカティブ・アプローチに基づく授業における視聴覚教授メディアが学習者の学習意欲に与える影響
００６ ハスパリナ アブドゥル ガファル【マレーシア】 フォント配信技術を利用したWEB漢字教材の開発に関する教育工学的研究
００７ ナビン・クマール・パンダ【インド】 インドにおける日本語教授法－コミュニカティブ・アプローチ導入への展望－
００８ 松酒早苗クリスティーナ【ブラジル】 在日１０代ブラジル人の親子のコミュニケーション－言語生活と心の問題－
００９ トゥムルバト・ボルドバードル【モンゴル】 モンゴル語と日本語における依頼のストラテジー－ポライトネスの観点から－
〔
２〕
２００３
０１０ ダン クィン チャム【ベトナム】 ベトナムにおける日本語の会話授業の改善－コミュニケーション活動を積極的に取り入れるために－
０１１ ヨン シュウ フォン ビビ（楊琇方）【マレーシア】 初級学習者の会話にいざなう授業の提案：マレーシア全寮制中等学校における日本語教育の改善のために
０１２ アン・チュイ・キェン【マレーシア】 マレーシアの全寮制中等学校における日本語教科書改善のための調査研究－コミュニケーション能力の養成と学習者中心の日本語教育を目指して－
０１３ ガルシア・リベロ・スサーナ・マリア【キューバ】 キューバの日本語教育の現状を考慮した受身文の指導の考察
０１４ 遠藤クリスチーナ麻樹【ブラジル】 ブラジル都市部の日本語学校における日本語教育に関する意識調査
０１５ シャダエヴァ・マディナ【カザフスタン】 カザフ語および日本語における擬音語・擬態語の比較対照－「笑う」に関する擬音語・擬態語について－
０１６ ニコレーニ・ゲルゲイ【ハンガリー】 ハンガリーの中等教育用の日本語教科書作成にむけて
０１７ ストリャロヴァ ユーリヤ【ウズベキスタン】 ウズベキスタンの高等教育機関の日本語講座における現地人教師と日本人教師の役割に関する一考察
〔
３〕
２００４
０１８ アサドチフ・オクサーナ・ヴァシーリブナ【ウクライナ】
タラス・シェフチェンコ記念キエフ国立大学におけるトピック・シラバスを取り
入れた初級授業の改善と教材開発－「自己表現」を目指した口頭能力の養成のた
めに－
０１９ エフィ・ルシアナ【インドネシア】 ジャカルタとその周辺の日系企業のニーズを踏まえた大学生用日本語会話教材の作成
０２０ ゴンボ・オユーンビレグ【モンゴル】 モンゴル人と日本人の謝罪行動
０２１ ユパレッド・カムタ 【ータイ】 タイの民間日本語学校で学ぶ学習者の話す能力を高めるための授業改善－学習者が言いたいことが言えるようになるために－
０２２ チャン・ニャン・ティ【ベトナム】 ベトナム人・日本人の大学生における「ほめ」に対する返答スタイルについての比較研究
０２３ カジタイ・アヌワル【カザフスタン】 カザフスタンにおける日本語学習者の母語別誤用－格助詞「を」「に」「で」をめぐって－
０２４ シルグルカル・マナシ・マンダル【インド】 機能シラバスに基づいた中級会話授業の試み
０２５ モライス、アレシャンドレ・アウグスト・ヴァロネ・デ【ブラジル】 漢字の多面的な学習を目指した学習教材の作成に関する研究
０２６ モモサン【ミャンマー】 ミャンマー人日本語学習者の「は」「が」の学習上の問題点と指導上の留意点について
０２７ 蔡 穎心【香港】 「選択的聞き取り」の意識化を目指した授業改善の試み
○ 創
２００５
０２８ ウラムバヤル ツェツェグドラム【モンゴル】 モンゴル国立科学技術大学の学生が使用している漢字学習ストラテジー－漢字シラバスの作成に向けて－
０２９ ユニアルシ 【ーインドネシア】 ドラマを用いた日本語会話授業－コミュニケーション能力の養成を目指して－
０３０ グェン，タン ヴァン【ベトナム】 ベトナム人日本語学習者の受動文の誤用分析－受動文に関する説明書の作成を目指して－
０３１ メニバイエヴァ，イネッサ【ウズベキスタン】 ウズベキスタン人学習者のための日本語副詞研究－「きっと」「必ず」「ぜひ」を例に－
０３２ アラム，モハメッド アンサルル【バングラデシュ】 会話力を高めるための授業の提案－バングラデシュの日本語学習者を対象に－
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０３３ 楊 小雁【中国】 コミュニケーション重視の教室活動の展開－「総合日本語」の授業の改善を目指して－
②
２００６
０３４ 譚 建川【中国】 中国における「日本事情」教育の現状
０３５ デディ，ステディ【インドネシア】 インドネシア語の「di-動詞構文」と日本語の「（ら）れる」との対照研究
０３６ ファム，トゥー フォン【ベトナム】 ベトナム語母語話者による日本語のザ行音・ジャ行音・ヤ行音の聞き分け
０３７ ニルマラ ベレタンビ【マレーシア】 マレーシアの中等学校における漢字授業改善への試み
０３８ スザナ イスマイル【マレーシア】 リソースに対する学習者の意識や活用の方法に関する事例研究－自律学習の支援に向けて－
０３９ スストウェ 【ーミャンマー】 ヤンゴン外国語大学における漢字授業改善－コース・デザインの作成に向けて－
０４０ ポクロフスカ，オーリガ【ウクライナ】 読解ストラテジーの使用から見た物語文の読解過程－キエフ国立言語大学における読解指導の改善に向けて－
０４１ アルピスバエワ，ダミラ【カザフスタン】 カザフ語母語話者に対する条件表現の効果的な提示の仕方－「と・ば・たら」を中心に－
０４２ シェイシェナリエワ，サルタナト アマンベコフナ【キルギス】
初級から中級への橋渡しとなる会話授業に関する一考察－アラバエフ名称キル
ギス国立大学付属社会科学東洋学大学での試み－
０４３ ラクトマナナ，アンビニンツア スルフニアイナ【マダガスカル】 マダガスカル人日本語ガイドのための「観光日本語」シラバス作成
０４４ 馮 芳【中国】 中国の職業高校のビジネス日本語教育－平湖職業中等専業学校のカリキュラムの改善に向けて－
③
２００７
０４５ ガシエ，リチャード キルリ【ケニア】 ケニアにおける日本語教育学習環境の研究－Kenyatta University と UtaliiCollege を中心にして－
０４６ ハンドーク，タイムール【ヨルダン】 転換期のヨルダンの日本語教育における学習者の実態－JICA ヨルダン事務所内日本語公開講座の場合－
０４７ ナベタ，ジャケリーネ マミ【ブラジル】 口頭表現力を測定するテストの開発
０４８ ターライベク キズ，ジャナルクリ【キルギス】 日本語の「V-テイル」に対応するキルギス語の「V-jat」のアスペクト的な意味用法をめぐって
０４９ ツォウン，テイ・マイ【ベトナム】 依頼のEメールに対するベトナム人・日本人の評価意識比較－「対人配慮」に注目して－
０５０ ヴェントゥーラ，フランチェスカ【フィリピン】 フィリピン人日本語学習者と教師の漢字学習に対するビリーフとストラテジー使用－漢字教育の改善のために－
０５１ ヤルディー ムグダ【インド】 ビジネス・コミュニケーションを中心とした中級向けのシラバス開発－日印ビジネスの現場における日本語使用実態調査をもとに－
０５２ 易 暁莉【中国】 中国における読解授業の現状とピア・リーディングの試み－上級学習者を分析対象にして－
０５３ パイー，ロキア【マレーシア】 物理教科書『高専の物理』に出現している動詞の分析
④
２００８
０５４ 李 英淑【韓国】 韓国の高校における作文授業の現状と改善案－済州外国語高等学校でのピア推敲活動を通して－
０５５ 徐 軍【中国】 日本語学習者のドラマ視聴に関する調査研究－深圳職業技術学院を例に－
０５６ 王 璐【中国】 「モニター」ストラテジー指導を初級聴解授業に取り入れる試み－「質問」の活動を通して－
０５７ グェン，ホン・トゥ 【ーベトナム】 ベトナム中南部の中学校日本語教師の意識と教室活動の実態－コミュニケーション能力養成を目指して－
０５８ ブー，ティ・フォン・チャム【ベトナム】 要約力養成に向けた内容理解のタスクの導入－中級レベルのベトナム人学習者を対象に－
０５９ ドゥツス，カタリーナ【ドイツ】 ドイツの成人学習者向け初級日本語コースにおける語彙学習－復習練習を取り入れる試み－
０６０ ショリナ ダリヤグル【カザフスタン】 ピア学習による仮説検証型聴解授業の試み－カザフ民族大学を例に－
０６１ エックアリヤスィリ，エックナリン【タイ】 タイ高等教育機関の日本語専攻カリキュラム開発に関する研究－プリンス・オブ・ソンクラー大学を例に－
０６２ 杜 艶【中国】 聴解授業における推測ストラテジー指導の試み－「声のクローズ」の活動を通して－
⑤
２００９
０６３ 包 華【中国】 中国遼寧省阜新蒙古族地域における中等教育日本語教師研修の試み
０６４ 李 垠叔【韓国】 韓国の一般系高校の日本語授業における「文化理解教育」の提案－学習者主体の教室活動にむけて－
０６５ グエン，ソン ラン アイン【ベトナム】 即興スピーチにおけるピア活動の影響－ハノイ大学での「話す授業」の改善を目指して－
０６６ パルマ・ヒル，フロリンダ・アンパロ【フィリピン】 ドラマ・プロジェクトワークにおけるシナリオについての話し合い活動の効果－初級日本語学習者の日本語理解を目指して－
０６７ ラミレス・ハラ，ホセ・アントニオ【ペルー】 学習者が話せるようになる授業への改善の試み－ペルー日系人協会日本語・語学センターの初級を例に－
０６８ プーリク，イリーナ【ロシア】 一般成人向けの日本語コースデザインの改善－ノボシビルスク市立「シベリア・北海道センター」の場合－
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０６９ 朴 英姫【中国】 中国中等教育におけるタスク活動を取り入れた授業の試み－学習者のやりとりと文型使用に注目して－
⑥
２０１０
０７０ 曲 暁燕【中国】 単語の意味推測と連語指導の効果－中国大学の日本語専攻課程の総合日本語授業における実践－
０７１ ソブダー，ゾルザヤ 【ーモンゴル】 モンゴル国立科学技術大学における「観光日本語」シラバス作成
０７２ ホアン，ティ マイ ホン【ベトナム】 JF日本語教育スタンダードに基づく日本語会話テストの開発－中等教育における日本語学習経験者を受け入れるハノイ国家大学の試み－
０７３ ルオン，ハイ イエン【ベトナム】 自律的学習者の育成を目指した翻訳授業－「ピア推敲」を取り入れた越日翻訳授業の試み－
０７４ サテー，アシュウィニ 【ーインド】 インド人向けのビジネス通訳養成コースのシラバス作成のための基礎研究－プネ印日協会の中上級学習者を対象に－
０７５ イブラヒモフ，ヤシャ―ル【アゼルバイジャン】 アゼルバイジャン人中・上級日本語学習者に見られる｢は｣と｢が｣の誤用に関する考察－バクー国立大学日本語学習者を対象に－
０７６ 倪 虹【中国】 ビジネス日本語の授業における体験型教室活動の試み－ビジネスマナーを中心に－
⑦
２０１１
０７７ ツルバート，オノン【モンゴル】 発見と協働を取り入れた翻訳授業の試み－「と」「ば」「たら」の使い分けをめぐって－
０７８ インモウテッ【ミャンマー】 ミャンマー語を母語とする日本語学習者を対象としたアスペクト表現「テイル」の横断研究
０７９ ワタナベ タナカ，ミワ カタリナ【パラグアイ】 パラグアイの継承日本語教育に関する保護者、教師、学習者の意識－使用領域と教育目標を中心に－
０８０ ドゥイショノワ，ナリーザ トルベコヴナ【キルギス】
キルギス語母語話者における名詞修飾節の使用状況－誤用のタイプから難しい
用法を探る－
０８１ コランバゲ、シラーニ ナヤナカーンティ【スリランカ】
スリランカの日本語教育機関におけるネイティブ・ノンネイティブ日本語教師
の協働
０８２ 金 美珍【韓国】 韓国の高校における日本文化理解授業の試み－学習者間の相互作用を中心に－
⑧
２０１２
０８３ 何 建軍【中国】 ホテルインターンシップ事前日本語トレーニングのシラバス開発の試み
０８４ ドルジ，ネルグイ【モンゴル】 モンゴルの中等教育における協働的学習の導入－パーシャル・イマージョン校での読解活動を通して－
０８５ ドゥイ アストゥティ レトノ レスタリ【インドネシア】
初級の聴解授業のための教材開発－ジャカルタ国立大学における推測活動の導
入をめざして－
０８６ ディニ ブディアニ【インドネシア】 インドネシア人大学生に対するピア活動を取り入れた作文授業－意見文を例に－
⑨
２０１３
０８７ マテラ， ユラ【チェコ】 チェコの大学における日本語学習者の漢字学習に対する意識とストラテジーに関する調査
０８８ セウィクン， ラサ 【ータイ】 インプット処理指導を取り入れた授業の試み－タイの高校における授受表現の指導を例に－
０８９ ソー エインダー ヌェ【ミャンマー】 会話授業の改善のためのコミュニケーション重視の活動－ヤンゴン外国語大学における初級クラスへの提案－
０９０ クルシュレーシタ，ディヴィヤ【インド】 成人学習者の話す自信を高める試み－授業にグループワークを取り入れて－
⑩
２０１４
０９１ パダマセーナ，Ｍ．Ｔ．マドゥ ランガニ【スリランカ】
『「サチニさんといっしょ」に準拠した課題遂行型の会話タスク教師用マニュア
ル』の作成の試み
０９２ マルコー，イムレ ラースロ 【ーハンガリー】 協働を促す活動を取り入れた読解授業改善の試み－ハンガリー民間日本語学校での実践－
０９３ プラワン，コンマパット【タイ】 「勉強する」と「rian」の対象語と使用場面－日本語とタイ語の書き言葉コーパスを用いて－
０９４ アーライヤート， ガン【タイ】 タイ人初級日本語学習者の語彙学習ストラテジーの使用実態－補習授業受講者を対象にして－ ⑪
２０１５
０９５ ミィンミィンテイン【ミャンマー】 ミャンマー人日本語学習者の授業内多読活動の試み－マンダレー外国語大学の読解授業に組み入れるために－
０９６ ノゲイラ・メロ， ワヂソン【ブラジル】 教師が持つステレオタイプ認識の変容を目指した授業の試み
０９７ 田 甜【中国】 『ビジネス日本語につなげるための初級会話シラバス』の作成
０９８ カウズラリッチ， カメリア【クロアチア】 会話における学習者の参加と不安の分析－インタビュー活動のやり取りと振り返りに注目して－
⑫
２０１６
０９９ ヌル アリファ ビンティ マッド ユヌス【マレーシア】
音符に焦点を当てた漢字学習ストラテジー指導－日本留学予備教育での非漢字
系学習者を対象として－
１００ トラン グエン バオ ヴィ【ベトナム】 ベトナム人中級学習者の説明文の読解上の問題点－ホーチミン人文社会科学大学日本学部の２年生と３年生を例にして－
１０１ ウィン ウィン タン【ミャンマー】 マンダレー外国語大学におけるアウトプット活動の有効性を探る授業の試み－学習者の受身文に関する中間言語体系はどう変化したか－
１０２ ナレシュ クマール【インド】 インターネット上のリソースを活用したピア・ラーニングの試み－話し合い活動の展開に注目して－
⑬
２０１７１０３ ヌェーニウィン【ミャンマー】 「参加型学習」に基づいた活動に学習者はどう参加し、それをどう捉えたか－マンダレー外国語大学における漢字の授業の改善に向けて－
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１０４ 朴 柱衒（パク ジュヒョン）【韓国】 多量のインプットとグループ活動を取り入れた気づきを促す文法指導－「テイル」の状態用法に焦点を当てて－
１０５ プープィンピュ【ミャンマー】 ピア・リスニングを取り入れた初級聴解授業の試み－ピアでの話し合いと学習者のテキストの全体的な内容理解の繫がり－
１０６ アルヴァレズ， ロエリア【フィリピン】 フィリピン大学の日本語クラスにおけるディクトグロスの導入－初級学習者を対象にした試み－
１０７ マリーナ バハー ハビーブ【エジプト】 感覚に着目したオノマトペの学習活動－日常生活のリソースを用いて－
⑭
２０１８１０８ スルタナリエワ アセーリ【キルギス】 中級学習者を対象にした通訳授業の改善－まとまった話をする能力養成を目指して－
１０９ ドゥルブンチョロー，ムンフトヤ【モンゴル】 モンゴル・日本人材開発センターのポートフォリオの現状と課題－自己評価・振り返りシートの取り組みを中心に－
⑮
２０１９
１１０ 李 念念【中国】 ペアとグループの話し合いを取り入れたロールプレイの試み－河北工業大学の「基礎日本語」授業の改善を目指して－
１１１ ロー カイシエン【マレーシア】 ロールプレイ活動を取り入れた会話能力育成の試み－マレーシア工科大学の日本語会話授業の改善－
１１２ ファム フイン アイン ベト【ベトナム】 中等日本語教育における日本人参加型授業の意義－ベトナム、ホーチミン市の高校を例に－
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